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88％80億円101％98億円中間純利益

84％127億円95％178億円経 常 利 益

99％608億円108％904億円営 業 収 益

109％1兆1,640億円110％1兆3,392億円取 扱 高

－△ 2億円－0億円公 表 差

－△ 9億円－△ 11億円公 表 差

－△ 22億円－+ 24億円公 表 差

－△ 60億円－△ 8億円公 表 差

単独連結

前年同期比 前年同期比実績実績

経営成績について
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財政状態について

+ 81億円3,937億円+ 82億円5,153億円営業貸付金

+188億円2,160億円+157億円2,765億円割賦売掛金

+ 38億円1,402億円+ 48億円1,774億円純 資 産

単独連結

+ 0.2％

+184億円

期首増減

+217億円6,588億円8,526億円総 資 産

0.1％21.3％18.8％自己資本比率

期首増減実績実績

△
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（－）（－）(5円）（内、記念配当）

（－）（－）(5円）（内、記念配当）

30.5％

40円

25円

15円

2007年2月期
配当実績

40円35円年間配当金合計

30.3％26.5％配 当 性 向

25円20円期 末 配 当 金

15円15円中 間 配 当 金

2008年2月期
修正予想

2008年2月期
当初予想

配当金の状況

※当中間期より配当性向は連結ベースで算出しております。

■ 中間配当は15円を実施、期末配当は当初予想から５円増配の２５円を予定
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上期営業概況 １．会員数の状況

２．カード取扱高、稼働の状況

３．審査･回収、貸倒の状況

４．資金調達の状況
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54万人増

2万人増

0.3万人増

3万人増

6万人増

43万人増

期首増減

98万人香 港

161万人タ イ

1,498万人日 本

1,776万人合 計

8万人マレーシア

11万人台 湾

カード会員数

2007年8月期会員数の状況

■その他、ハウスカード会員としてタイ 271万人、マレーシア 40万人
を組織化しております。

1,028万人

7万人

5万人

43万人

98万人

875万人

稼働会員数

52万人増

0.4万人増

0.6万人増

3万人増

3万人増

45万人増

期首増減
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会員登録数の推移

0
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150

200

250
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'03 '04 '05 '06 '07

197197万人万人

会員登録数（国内）

（万人）

■ 募集強化や提携カードの発行により、国内86万人･海外24万人、合計110万人増
■ 年間会員登録数は、国内175万人･海外62万人、合計237万人を計画

0

180180万人万人

201201万人万人

225225万人万人

（計画）（計画）
237237万人万人

5050
万人万人3434

万人万人3030
万人万人

4747
万人万人

150150
万人万人

150150
万人万人

167167
万人万人

175175
万人万人

会員登録数（海外）

8686
万人万人

2424
万人万人

（年度） 8
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‘06 ‘07
（年度）

172万枚I社

124万枚S社

発行枚数
（2007年6月末）

石油会社

181万枚E社

60万枚コスモ石油

会員数
60万人

※ 当社の発行枚数は8月時点

■ 発行開始からわずか1年で60万枚を発行

（万人）

※ 出所：ﾌｼﾞｻﾝｹｲﾋﾞｼﾞﾈｽｱｲ

コスモ石油・オーパスカードの拡大①

オーパスカードの会員数推移
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■ コスモ石油とイオンの共同企画が成功し、カード取扱高が月間60億円に拡大

0

20

40

60

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

（億円）

取扱高

60億円

‘06 ‘07
（年度）

コスモ石油・オーパスカードの拡大②

コスモ石油でのオーパスカード取扱高

コスモ石油でのイオンカード取扱高
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ＫＮＴＫＮＴ ＣａｒｄＣａｒｄ三菱商事石油カード三菱商事石油カード

･近畿日本ツーリストカードの
利用でポイントが常時3倍

･全国約1,500店の三菱商事石油での
利用でポイントが常時２倍

近畿日本ツーリスト三菱商事石油

■ 新たに2種類の提携カードの発行を開始

新たな提携カードの発行
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0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

（億円）

カードショッピング取扱高推移

（年度）

■ 会員数増加、稼働率向上、利用金額の上昇により、20％の伸びを継続
■ カードショッピング取扱高（連結）8,845億円、（単独）8,444億円
■ 下期に入り9月度も前年同期比20%増を達成

23
%増

17
%増

業界
伸び率 14％増

‘06

12％増

‘05

13％増12％増5％増

‘07‘04‘03

※業界平均伸び率は、日本の消費者信用統計･クレジットカード動向調査結果より算出、2007年度は6月迄の直近公表数値で算出

20
%増

18
%増

20
%増

23
%増

20
%増

20
%増

17
%増

19
%増

（計画）

21
%増

連結

単独
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100%

200%

300%

400%

500%

600%

'02/8 '03/8 '04/8 '05/8 '06/8 '07/8 '08 '09 '10

外部取扱高伸び率

グループショッピング取扱高伸び率

カードショッピング取扱高の推移

＜2002年度中間期を100とした推移＞

■ 外部取扱高の伸びがカードショッピングの拡大を牽引

（年度）
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30
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'04 '05 '06 '07

イオンラウンジの拡大

■ イオンラウンジの拡大 ⇒ 稼働率の向上

（店舗）

‘10

92店舗

ラウンジ設置店舗会員の月間稼働率
イオンカード会員の月間稼働率
ラウンジ設置店舗数

0

39.2％

300

（計画）

（年度）

32.0％

14

10

12

14

16

18

20

'03/8 '04/8 '05/8 '06/8 '07/8

■ カードの機能や特典の強化により、稼働会員1人当たり取扱高が順調に拡大

(万円)

13.4
万円

0

国内稼働会員一人当たり取扱高
連結稼働会員一人当たり取扱高

稼働会員1人当たり取扱高の拡大

14.5
万円

15.8
万円

17.7
万円

18.7
万円

12.3
万円

13.1
万円

14.2
万円

15.8
万円

16.7
万円
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営業債権残高の推移

0

4,000

8,000

12,000

16,000

'06 '07 '08 '09 '10

8,389億円

海外営業債権残高

（計画）
9,400億円

国内営業債権残高

（億円）

（年度）

■ 会員拡大や、稼動会員の増加により今後も営業債権残高の伸びを継続

16

2

4

6

8

3 4 5 6 7 8

延滞1債権回収率
延滞2債権回収率
移管債権・償却債権回収額

第1
四半期

第2
四半期

‘06 ‘07

40%

60%

0%
第3
四半期

第4
四半期

（年度）

延滞回収率と移管債権・償却債権回収額の推移

80%
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70%

80%

90%

100%
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120%

130%

140%

150%

160%

3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度 9月度

■ 会員拡大やカード特典･機能の強化により、請求件数は着実に増加
■ 審査体制を充実することにより安定したカード発行率を維持
■ 回収体制を強化することにより当月未入金件数は着実に減少

審査･回収体制の充実

第3
四半期

第4
四半期

第2
四半期

‘06 ‘07
（年度）

第1
四半期

当月未入金件数の前年比

請求件数の前年比

カード発行率

18

464億円405億円合 計

70億円70億円
期 末 利 息 返 還
損 失 引 当 金

96億円142億円貸 倒 償 却 額

335億円226億円期 首 貸 倒 引 当 金

2007年8月期2007年2月期

6.90％6.40％営 業 債 権 残 高 比

394億円335億円期 末 貸 倒 引 当 金

154億円265億円期 中 引 当 繰 入 額

＜貸倒引当金＞

103%122%131%105%105%前期比

2007/82007/22006/82006/22005/8

＜実質貸倒コスト推移＞

347億円

全額償却済み個 人 破 産

394億円合 計

47億円一般引当金

2007年8月期

延滞3ヶ月以上債権
法的整理債権

＜貸倒引当金の内訳＞

※利息返還請求に伴う元本充当分を含む

貸倒･利息返還損失引当金の状況

※

19

市場金利と当社調達レート推移

■ 5年もの社債200億円の発行、業界最低スプレッドの0.09％
■ 長期固定借入比率70％のため、調達コストが平準化
■ 下期短期市場金利0.4％の上昇を織込み済み

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

'06/8 '07/2 '07/8 '08/2 '09/2

1.11％ 1.24％
1.19％

0.98％
0.92％

1.45％

1.22％

1.05％

3年固定金利スワップレート
当社調達レート

（計画）（計画） 20

①①拡大するカード決済市場拡大するカード決済市場

②②カード機能・特典の強化カード機能・特典の強化

③③新たな提携カードの発行新たな提携カードの発行

下期重点実施事項
１．クレジットカード事業の競争力強化

２．新たな収益源の開拓

３．海外事業の強化
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0%

5%

10%

15%

20%

個人消費に占めるカード決済比率の拡大

出所：平成19年度版 日本の消費者信用統計

‘05‘00 （年度）

①拡大するカード決済市場

高速道路高速道路 鉄道乗車券鉄道乗車券

電気料金、ガス料金電気料金、ガス料金

医療費医療費 保険料保険料

水道料金、税金水道料金、税金

小額決済小額決済

‘10

7.7％ 8.2％
8.7％

9.4％
10.3％

11.2％

インターネットインターネット 携帯電話携帯電話

’02‘01 ‘03 ‘04
22

50%

52%

54%

56%

58%

60%

62%

64%

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '10

②カード機能･特典の強化

（年度）

年間稼働率

52.7％

54.5％54.7％

57.4％
57.6％

58.8％
59.4％

60.2％
（中間実績）

イオンフェスティバル、バースデーパスポートイオンフェスティバル、バースデーパスポート

イオンラウンジの拡大、ゴールドカード発行イオンラウンジの拡大、ゴールドカード発行

ときめきポイントクラブときめきポイントクラブ

イオンイオンiDiD、、SuicaSuica

WAONWAONカードカード

リボ専用カードリボ専用カード

機
能
機
能･･

特
典
の
強
化

特
典
の
強
化

口座一体型カード口座一体型カード

モバイルＷＡＯＮモバイルＷＡＯＮ
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600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

'03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

物、商品購入 T&E、サービス提供企業 首都圏の強化首都圏の強化

（万人）

③新たな提携カードの発行

大型提携
交通系

コスモ
石油

三菱商事
石油

1,370
万人

1,455
万人

0

1,498万人
（中間実績）

（年度）

阪神高速

JR
東日本

NTT
ドコモ

近畿日本
ツーリスト

ﾄｲｻﾞらｽ

マクド
ナルド

ワタミ

1,290
万人1,210

万人

カード有効会員数

■ 首都圏での開発を強化

24

ネット事業の充実

■ 近畿日本ツーリストとのコラボレーション ⇒ 旅行サービスを開始

当社当社 ＫＮＴＫＮＴ

会員会員限定限定

企画の提供企画の提供カード会員カード会員の送客の送客
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0

6,000

12,000

18,000

24,000

30,000

'03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

0

（億円）

カードショッピング取扱高計画

（年度）

毎年20％成長を継続

･カード機能、特典向上
･小額決済市場の開拓
･新たな提携カードの開発

2323
％増％増

2323
％増％増

2020
％増％増

2020
％増％増

2121
％増％増

2020
％増％増

1818
％増％増

1717
％増％増

2020
％増％増1919

％増％増

■ 当期は(連結)1兆8,950億円、(単独)1兆8,100億円を計画

連結

単独

26

カードキャッシング取扱高計画（連結）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

'03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

2,938
億円

4,119億円

（年度）

■ 会員増や休眠会員の掘り起こしにより、取扱高の拡大を目指す

（億円）

･会員拡大
･休眠会員の掘り起こし

1414
％増％増

1414
％増％増

1111
％増％増

6,000億円

（計画）

1313
％増％増

33
％増％増

27

キャッシング債権残高の推移（単独）

0

1,500

3,000

4,500

'03 '04 '05 '06 '07

単独キャッシング債権残高（流動化前）

（億円）

（年度）

1010
％増％増1717

％増％増

1515
％増％増

1919
％増％増

3,758億円

3,407億円

2,925億円
2,549億円

（計画） 28

①①小額決済市場への挑戦小額決済市場への挑戦

②②アクワイアリング事業の拡大アクワイアリング事業の拡大

③③銀行代理業の展開銀行代理業の展開

④④ローン・信用保証事業の展開ローン・信用保証事業の展開

⑤⑤保険代理店事業の拡大保険代理店事業の拡大

⑥⑥サービサー事業の拡大サービサー事業の拡大
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新たな収益源の開拓

■既存プラットフォームの活用により新たな収益モデルの確立

ク
レ
ジ
ッ
ト
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ド
事
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外

事

業
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証

事

業

保

険

代

理

店

事

業

＜主力事業の拡大＞ ＜新たな収益源＞

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ
事業

電

子

マ

ネ

ー

事

業

ア
ク
ワ
イ
ア
リ
ン
グ
事
業

銀

行

代
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業

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

債権管理センター

審査センター

コールセンター

1,776万人のデータベース

30

■ 電子マネー・ギフトカードの展開で、60兆円規模の小額決済市場の開拓を目指す

電子マネー電子マネー

クレジット決済クレジット決済

ギフトカードギフトカード

現金決済

クレジット決済

①-(1) 小額決済市場への挑戦

イオングループ
売上高

‘06 ‘10 （年度）

現金決済

クレジット決済

電子マネー

ギフトカード
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'07 '08 '09 '10

GMSGMS（イオン・マイカル・イオンモール・カルフール）（イオン・マイカル・イオンモール・カルフール）

スーパーマーケット（マックスバリュ）スーパーマーケット（マックスバリュ）

コンビニ（ミニストップ）コンビニ（ミニストップ）

ドラッグストアドラッグストア

友好企業への拡大友好企業への拡大

①-(2) ＷＡＯＮの展開計画

（万枚）

（年度）

WAONWAON加盟店の拡大加盟店の拡大

500万枚

32

①-(3) ギフトカード市場の開拓

■ 流通系カードの強みを活かし、10兆円規模のギフトカード市場へ参入

グループＧＭＳ・ＳＭグループＧＭＳ・ＳＭ

・
・
・

グループ専門店グループ専門店
友好企業友好企業

・
・

提携カード発行先提携カード発行先

・
・
・
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②アクワイアリング事業の拡大

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

'06 '07 '08 '09 '10

提携先企業のアクワイアリング提携先企業のアクワイアリング

グループ・友好企業のアクワイアリンググループ・友好企業のアクワイアリング

公共料金、税金関連のアクワイアリング公共料金、税金関連のアクワイアリング

新規提携先の開発新規提携先の開発

600億円

■ アクワイアリング事業の本格展開
■ グループ企業 ⇒ 友好企業 ⇒ 提携先企業へのアプローチ

（年度）

アクワイアリング取扱高計画

10,000

1,400億円

（億円）

（計画） 34

③銀行代理業の展開

■ 当社ＣＤからイオン銀行（仮称）ＡＴＭへの切替による利便性向上
■ カード募集ノウハウを活かした口座募集の展開
■ 審査･回収ノウハウを活かした信用保証事業の展開

カード会員１,５００万人

店頭募集ノウハウ

審査・回収ノウハウ

３６５日オープン

インストアブランチ

無料ＡＴＭネットワーク

信用保証事業信用保証事業

債権回収事業債権回収事業
ローン事業

定期・住宅ローン提供定期・住宅ローン提供

入出金サービス入出金サービス

一体型カードの発行一体型カードの発行

銀行口座募集銀行口座募集

イオンクレジットサービスイオンクレジットサービス イオン銀行（仮称）イオン銀行（仮称）

※監督当局の認可を前提としています
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ローン商品の保証受託

金融機関のローン商品の保証受託

メンバーズローンの商品拡充

イオンバリューカードの発行強化

④ローン･信用保証事業の展開（連結）

■幅広い顧客層やライフステージに合わせたローン商品を展開
■ローン商品の保証業務を受託

ローン･保証収益計画

205億円

（計画） 36

■各社の保険代理店事業の統合⇒経営の効率化、事業競争力の向上、新たな成長戦略

展開手法営業基盤社名

ルートセールス

(管財・従業員向け）

グループ

150社

カタログスタンド
グループ

8,000店舗
インストアブランチ

ＷＥＢ

ダイレクトメール
カード会員

1,500万人

保
険
代
理
店
事
業

保
険
代
理
店
事
業

2010年度（計画）

取扱保険料
400億円

統
合
会
社

統
合
会
社

⑤保険代理店事業の拡大
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新設コンタクトセンター

0

400

800

1,200

'04 '05 '06 '07

⑥サービサー事業の拡大

■ 2007年8月期 営業概要

■ 2008年2月期 重点実施事項

121％10.4億円営 業 収 益

103％

前年同期比

2.1億円

実 績

経 常 利 益

141％23.4億円営 業 収 益

136％

前期比

7億円

目 標

経 常 利 益

・全国の営業拠点を活かし受託債権の拡大

・受託債権目標額1,000億円

・営業拠点5ヶ所から11ヶ所に拡大

・株式公開に向けた社内体制の確立

【受託債権額及び回収高の推移】(億円)

(計画)

受託債権額

(年度)

札幌

仙台

高松
沖縄

東京、千葉

名古屋

大阪
福岡

既存コンタクトセンター

新潟
広島

38

システム開発の推進

2009年度2008年度
2007年度

業
務
系

業
務
系

会
員
サ
ー
ビ
ス

会
員
サ
ー
ビ
ス

収
益
拡
大

収
益
拡
大

下期上期

アクワイアリング
システム

コールバック
システム

電子マネー
システム

銀行連携
システム

コールセンター
システムの刷新

新貸金業規制法
対応完了

加盟店支援
システム

海外システム開発
センター開設

デビットカード
ＣＭカード
システム

WEBマーケティング
CRMデータ解析

プロモーションシステム
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①①タイでの事業タイでの事業

②②香港での事業香港での事業

③③マレーシアでの事業マレーシアでの事業

④④台湾での事業台湾での事業

⑤⑤インドネシアインドネシアでの事業での事業

⑥⑥中国中国での事業での事業 40

0

150

300

450

600

750

'03 '04 '05 '06 '07

海外の営業収益
海外の営業利益

海外事業の拡大

（計画）

（億円）

■ 海外の営業収益は286億円(前期比34％増）営業利益は57億円（前期比43％増）
■ 連結営業収益に占める海外事業の構成比が32％まで上昇

（年度）

0%

50%

39％増

25％増

8％増6％減

24％増 31％増 29％増
31％増

43
％増

34
％増
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'03 '04 '05 '06 '07

8億13百万バーツ

43億95百万バーツ

実績

30億円116％営 業 利 益

163億円120％営 業 収 益

円換算前年同期比

※1バーツ＝3.71円

①タイにおける事業

営業利益
営業収益

（億円）

■ 2007年8月期 営業概況

■ 2008年2月期 重点実施事項

・日本のビジネスモデルを移管し、クレジット周辺事業を拡大
・サービサー会社の設立

（計画）

・ハウスカード会員の国際カード化

・農機具の
ハイヤーパーチェス開始

・営業ネットワークを活用した
保険対面販売の強化

42

②香港における事業

1億61百万香港ドル

5億94百万香港ドル

実績

24億円117％営 業 利 益

91億円106％営 業 収 益

円換算前年同期比

■ 2007年8月期 営業概況

■ 2008年2月期 重点実施事項
※1香港ドル＝15.32円

21 24
32

48
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174

91
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150
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'03 '04 '05 '06 '07

営業利益
営業収益

（億円）
・中国本土へノウハウと従業員
を全面的にシフト

・サービサー事業の拡大

・保険代理店事業の拡大

(計画)

・日本のビジネスモデルを移管し、クレジット周辺事業を拡大
・保険代理店事業の拡大

43

③ -(1) マレーシアにおける事業

・カード会員数2万人増の8万人に拡大

■ 2007年8月期 営業概況

カリマンタン島
（ボルネオ島）

ブルネイ

既存拠点

新規設置拠点

タイ

インドネシア

・ノンバンク初のATM展開 ⇒ 10台設置

・加盟店数を100店舗増の5,500店舗に拡大

・営業拠点2ヶ所増の26ヶ所に拡大

44

③ -(2) マレーシアにおける事業

12月、マレーシア証券取引所に株式上場へ
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④台湾における事業

■ 2007年8月期 営業概況

■ 2008年2月期 重点実施事項

・新たに2種類の提携カードを発行

・提携カード発行先累計6社増の28社へ拡大

・カード会社の黒字化達成

・加盟店ネットワーク5,000店舗体制構築

３Cオンラインカード
＜パソコン量販店＞

高雄三信カード
＜地場銀行＞

黒字1億円の達成

46

⑤インドネシアにおける事業

■ 2007年8月期 営業概況

･ 優良顧客向けハウスカードの発行を開始
･ 加盟店数1,000店舗に拡大

カード会員数
10万人を計画

加盟店

5,000店体制

クレジット
カード発行開始

ハウスカードの
発行開始

商 品 戦 略

2010年度2009年度2008年度2007年度

営業支店網の拡大イオンエクスプレスカード

■ 中期計画

47

⑥-(1) 中国における事業

広州2007年度

大連2010年度

上海2009年度

北京2008年度

展開エリア

席数300席体制、営業利益の拡大

■コール、審査、債権管理センターの拡張によりプロセッシング事業の強化

■中国各地への展開

48

北京

上海

広州

深圳

青島
天津

大連

既存拠点

新規拠点

■ 交通銀行と分割払いの信用保証事業を開始
■ 深圳イオン、家電チェーンの銘可達、順電での個品割賦の開始

北京･広州2007年度

大連2010年度

青島2009年度

上海2008年度

展開計画

⑥-(2) 中国における事業
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連結営業収益計画
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海外収益
ローン・保証事業収益
プロセッシング事業
ショッピング収益
キャッシング収益

（年度）

1,447
億円

1,734
億円

1,850
億円

（計画）

（億円）

50

91％162億円101％207億円当期純利益

単独連結

100％

100％

107％

115％

前期比

91％276億円410億円営 業 利 益

104％1,300億円1,850億円営 業 収 益

90％286億円412億円経 常 利 益

115％2兆5,000億円2兆8,500億円取 扱 高

前期比予想予想

2008年2月期業績予想

本資料のうち、当社の将来的な経営戦略や営業方針、業績予測等にかかわるものは、いずれも現時点におい
て当社が把握している情報に基づいて想定、算出されたものであり、経済動向、業界での激しい競争、市場
需要、為替レート、税制や諸制度等に関わるリスクや不確実な要素を含んでおります。従って、将来、実際
に公表される業績等はこれらの種々の要素によって変動する可能性があります。


